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日本に留学して、一番楽しかったこと 

       一番悲しかったこと  

 

日本は来てから、もうすぐ一年になる。いつも、感じ

ることだが、時間はあまりにも早く過ぎると思う。 
約 1 年間日本にいるうちに多くの事があった。楽しく、

面白く、幸せな日があった反面、悲しく、つまらなくて

中国へ帰りたいときもあった。 
まず、半年前私がボランティアとして、日本赤十字語

学奉仕団のメンバーになった。日本には外国人が多くて、

外国人の患者さんも多い。日本語が分からない外国人は
病気になったら大変だ。私が医学の専門だし、外国語も

できるし、だから、できるだけ自分の力を出して助けて

行こうと思う。その後、日本の防災救護に参加したり、
赤十字病院へ通訳に行ったり、手術を受けなければいけ

ない外国人の子供たちのために、医療に関する書類を翻

訳した。可愛い子供たちが元気に回復して、子供たちか
らの明るい笑顔をいただいた、その時が私の一番楽しか

った時だ。 

また、いつも親切にしてくれる日本人の先生と友達に
あえた。分からないことがあれば親切に教えてくださっ

て、日本の生活と文化を学ぶように気配りしてくれるな

ど日本の留学生活に多方面に助けていただいた。 
 

  

  広島平和記念式典に参加して 

淑徳大学大学院社会福祉研究科   王 岩  

    

      
８月６日の広島平和記念式典に参列するため、広島に旅行を

してきました。普段ですととても体験の出来ないことを多く知

ることができました。 

広島平和記念資料館でこの詩を目にしました。皆さんならど

んなことを思い浮かべるのでしょうか？ 

「原爆の子広島の少年のうったえ」                   

僕の目の前を赤トンボがすいすいととんでいって 

前の塀の上にとまった。 

僕は立ち上がり、ボウシを手にもつと、 

赤トンボを取ろうとして 

手を伸ばしたとたん・・・・ 

この詩は、ただ読むだけですと、僕という男の子がすいすい

と飛んでいる可愛い赤いトンボをみつけました。また、赤いト

ンボは僕が持っているボウシを取ろうとしました。それは僕と

遊びたいからです。そして僕が手を伸ばしたとたん・・・・ と

いうように読めます。本当に僕と赤いトンボが色々な遊びをし

て、楽しんでいる風景が目に浮かぶでしょう。そして、とても

純粋で遊び好きな子どもだなと思うでしょう。 しかし、男 

 

 
 

 

 
 

 

 
忙しくて楽しい日がある一方で、一番悲しかった事も

あった。昨年八月に愛している祖母が肝癌でなくなって

しまった。私は赤ちゃんの頃からお祖母と一緒に暮らし
ながら祖母から施される愛を学んだ。このように、祖母

は本当に情が深い方だった。私が日本に来る時、一つの

願いがあった。それは、家族が元気で楽しく生活できる
事だ。一番大切なことは家族の健康だ。特に高齢の祖母

の体調を心配している。私が日本千葉大学大学院医学研

究消化器内科に留学して、肝癌の治療を研究していると
同時に祖母が肝癌になってしまった。しかし、祖母が病

気になったとき、私が帰れなくて、祖母を助けることが

全然できなかった。これは一生の残念だ。今日まだ、時々
祖母の優しい顔と言葉を思い出す。もっと頑張って肝臓

病を研究して、早く祖母のような肝臓病になった患者さ

んを早く助けられることが私の夢だ。 
留学は決して楽なものではない。お金も時間もかかる。

精神的にも体力的にも強くないと続けてはいけないと思

う。また留学は一人では決してやっていけるものではな
い。親や友人など周囲の助けやサポートがあって初めて

成り立つものだと思う。これからも、助けてくれる人が

いることの嬉しさと感謝の気持ちを忘れないようにして、
私も人の支えになれる人になっていきたい。 

 

 
 

 
の子にとってのこの赤トンボはどんな物なのでしょうか？日

本は世界で最初に原子爆弾を落とされました。自分の生活して

いる環境に落とされたことは、些かも知りませんでした。むし

ろ原子爆弾とはどんなものか、その地球に対して廃滅的な威力

を持っていることさえも分からなかったと思います。この原子

爆弾の火花を赤いトンボと思い、平和で明日そして未来に、立

派な夢を抱いた無邪気で天真爛漫で可愛い男の子は、この「赤

トンボ」のせいで、瞬間的に命を失ってしまいました。 

この楽しく書かれた詩の裏には大変痛切な体験、思いがある

と思います。この詩を見た後、数々の写真など資料や展示品を

見に行きました。それらから原子爆弾が投下され、一瞬にして

人間が地獄化した被爆当時の惨状が、私たちに訴え続けられて

います。60年の歳月が過ぎても生々しく伝わってきました。 

朝、式典に移動する沿路、原爆ドームの近辺に横になり、目

を閉じて亡霊へ忠実に祈る人達から、そして折り鶴などの祈福

から、戦争、そして核兵器は人間に如何に多くの危害をもたら

したかを痛感しました。今になっても世界中で核兵器の保有国

が増えつつあります。このなか、世界の平和を考える時、核兵

器を廃滅することと戦争しないことは、世界各国の人達が共に

一層努力して行かなければならないことだと思います。 

今回の旅は戦争、そして平和を考える貴重な機会となりまし

た。岡本財団の皆様のご協力を深く感謝致します。 

廖 郁? （奨学生）     台湾（台中県） 

   千葉大学人文社会研究科文化科学研究 

日本に留学して、一番楽しかったこと 

           一番悲しかったこと 
 

時を遡ること 1997 年 9 月 17 日、私は交換留学生とし
て文化大学の姉妹校、天理大学に籍を置き、一年間留学

生活を満喫しました。台湾に帰り、日本語に関する仕事

に就きましたが、日本語のレベルをさらに高めなければ
ならないと実感していたため、再び日本に戻る決意をし

ました。十年後の今、日本に戻って自分の大好きな日本

語を研究することができるとは夢にも思いませんでした。
私にとっては人生の中で最大の幸福です。日本に来て早

くも五年経ちましたが、全然気づきませんでした。 

日本に来て良いことばかりではなく、文化や考え方の
違いから日本人の友人の誤解を招き、喧嘩したこともあ

り、悲しい思いもしましたが、その喧嘩のおかげでその

友人とは今ではとても仲が良くなりました。台湾と日本
は地理的にも歴史的にも近い国どうしですが、私は日々

日本の人々に接し、カルチャーショックを絶えず受けな

がら、日本の文化を少しずつ体験しております。 
 

平和の重さ 
 
早稲田大学院商学研究科     張 瀟  
 
子供のときから中国で流行っている「広島の恋」という歌が

あって、いつも歌を聴きながら、広島の様子を想像していまし
た。私にとって、広島は繁栄、荒涼、ロマンスと涙の記憶を抱
えている神秘的な都会でした。この夏、岡本財団のおかげでや

っと自らで広島へ行って見ることができました。 
8 月 5 日の朝九時、一行六人新幹線のホームで集合しました。
キャプテンの佐野先生、中国ウィグル族の方が二人、漢民族の

方二人、ラオスの方一人でこのチームを結成して、背景がそれ
ぞれですが、みんなは旅に出かける興奮で目がキラキラしてい
ます。新幹線での四時間はおしゃべりと笑い声で、あっという

間に終わりました。 
新幹線の後は船。船をおりたら、千葉とまったく別の景色の
宮島が目の前で広がっています。青い空、緑色の山、赤い神社

と大鳥居、白い平舞台…神様が意識的に原色を使って、この古
くて神秘的な嶋を作ったのでしょう。そして、外国人の観光客
が非常に多かったです。不思議なのは、いろいろな顔がこの異

国の景色にとても馴染んでいたことです。この日の太陽はとて
もきれいで、観光客だけではなく、嶋の鹿まで穏やかな表情を
していて、家に居るように散歩しています。私たちがロープウ

ェーに乗るとき、三人のフランスの観光客とグループ分けの誤
解が起こって、最後みんなが笑ってしまいました。その後も、
この三人のフランス人と何回も偶然に出会って、ほとんど言語

が通じないのに、友達になりました。最後集合写真も撮りまし
た。シャイでフレンドリーな三人のフランス人の笑顔がとても 
印象深くて、今思い出しても微笑みが浮かび上がります。 

宮島から広島に帰って、お好み焼きを食べに行きました。お
店の店長さんがとても親切で、たくさんのおしゃべりをしてく 
れました。ホテルに帰るとき、私がお土産を電車の中に忘れて

しまって、駅員さんのおかげで、早く見つかりました。駅員さ

んもとても優しくて窓口からホームまで私を追いかけて、い 

 

 

 

 

 

 

 

留学生生活には、経済的な困窮状態の辛さもあります

が、悩む暇がないほど毎日授業や論文で多忙で、理想的

な論文が書けるようにただひたすら前向きに頑張ってい
ます。日本で日本語と中国語との対照を研究することが

できるのは、すべて周りの人々のおかげです。学内外を

問わず、素敵で良い先生方が私の研究をいつも熱心に指
導し支えて下さり、また大学の素晴しい校風や充実した

研究設備に恵まれ、そして日本人の友達が日本文化を教

えてくれることが一生の宝物です。感謝の気持ちでいっ
ぱいで、台湾に帰ってもこの思い出を大切にし、一生忘

れません。 

博士後期課程に辿り着きましたが、現在博士学位論文
を執筆中で、忙しいながらも充実した研究生活を送って

おります。勉強は一生続くもので終わりがなく、自分に

はまだまだ足りない面が多く、もっと勉強したいと強く
思っております。 

 
ろいろと丁寧に教えてくれました。広島が本当にきれいでフ 

レンドリーで、居心地いい都会ですね、と私はわくわくしなが

ら寝ました。しかし、このわくわくしている気持ちが翌日の朝
からちょっと変わりました。 
8 月 6 日朝、平和記念公園で各国の人々が混雑していました。

原爆ドームが目に入る瞬間、心が揺さぶられました。この鉄筋
コンクリートの残骸が周囲の緑や建物と非常に鮮烈な対比に
なって、原爆の残酷を人々に曝け出しています。8時 15 分に鐘

が鳴り、公園にいる人々がきれいな青空と太陽の下で横になっ
て、原爆でなくなった人たちに黙祷しました。63 年前、同じよ
うなきれいな朝だったでしょう。違うのは、一度倒れた人たち

は二度と立つことができなくなったことです。静かさが一瞬に
崩れて、町が火に包まれ、人々も真赤になりました。無数の人
の人生がこの一瞬で狂ったことでしょう。公園でもらった折り

紙を握って、原爆資料館に入りました。資料館の中で私は二度
の衝撃を受けました。原爆後の景色があまりにも無残である。
この私が大好きになった町は瞬間に平らになって、すべてが
変形しました。原爆後の第一枚写真を採る記者さんはカメラを
握って、この残酷の景色を見て、シャッターを押すことが 30
分もかかりました。被害は原爆当時だけではなく、放射線など

の汚染で何十年、死ぬまで苦しんでいる人たちもたくさんいま
す。戦争というのは、人間を地獄に変えるものです。手の中の
一枚一枚の折り紙に込められている涙、戦争への訴え、平和へ

の憧憬を身にしみて感じました…。 
資料館から出た後の旅も、楽しく過ぎました。しかし、私は
このように楽しさを満喫した以外に、感謝の気持ちと責任感を

感じています。平和に感謝したいです。平和だからこそ、私は
日本に留学できて、いろいろな文化の異なる人が集まって旅行
できます。宮島の穏やかで壮観な景色が見えて、広島の親切が

感じられます。戦争はしてはいけないです。人々が平和を取り
戻し、維持するために、力をあわせなければなりません。この
責任感を常に、代々持つべきです。 

広島への旅行が記憶の中に刻まれました。永遠の平和を祈り
ます。 


